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自
主
防
災
組
織
設
立
の
経
緯
は

　

防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
自
主
防
災
組

織
が
将
来
必
ず
必
要
に
な
る
と
思

い
、
昨
年
町
内
会
内
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
市
の
助
成
制
度
を
利
用

し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ス
コ
ッ
プ
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
の
資
機
材

を
そ
ろ
え
、
団
地
の
中
に
防
災
倉

庫
を
作
り
ま
し
た
。
う
ち
の
組
織

は
、
町
内
会
の
組
織
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
て
い
て
、
町
内
会
役
員
が

自
主
防
災
組
織
の
役
員
を
兼
任
し

て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
際

は
、
本
部
長
（
町
内
会
長
）
か
ら

副
本
部
長
（
副
町
内
会
長
）、
そ

こ
か
ら
班
長
へ
と
情
報
が
伝
達
さ

れ
、
近
所
の
声
掛
け
や
避
難
誘
導

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
防
災
訓
練

　

５
月
22
日
に
初
め
て
の
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
水
害
を
想
定

し
、
避
難
所
へ
の
避
難
、
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
や
携
帯
電
話
を
使
っ
た

情
報
伝
達
、
土
の
う
の
作
り
方
積

み
方
を
学
び
、
ア
ル
フ
ァ
米
と
み

そ
汁
の
炊
き
出
し
訓
練
も
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
町
内
会
青
年
部
で

リ
ヤ
カ
ー
を
使
っ
て
、
傷
病
者
の

輸
送
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。
防

災
訓
練
は
今
後
も
年
１
回
実
施
す

る
予
定
で
、
そ
の
他
に
班
長
レ
ベ

ル
で
避
難
経
路
の
確
認
を
す
る
机

上
訓
練
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

一
人
一
人
の
防
災
意
識
を

　

ま
ず
、
広
く
全
般
に
な
ぜ
自
主

防
災
組
織
が
必
要
な
の
か
わ
か
ら

な
い
人
（
災
害
対
応
の
経
験
が
な

い
）
が
多
く
、
組
織
を
作
る
上
で

は
防
災
意
識
の
向
上
が
課
題
で
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
町
内
会
単

位
で
組
織
す
る
際
は
、
役
員
に
な

る
の
を
重
く
受
け
止
め
る
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、
災
害

に
備
え
ず
っ
と
家
に
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
と
い
っ
た
質
問
や

班
員
が
災
害
で
亡
く
な
っ
た
時
の

責
任
を
と
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

の
か
と
い
っ
た
質
問
も
あ
り
ま
し

た
が
、
３
６
５
日
気
を
張
っ
て
い

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
か
が

や
る
で
な
く
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
自
分
た
ち
の
身
を
守
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の

消
防
団
や
消
防
署
、
防
災
士
、
行

政
に
協
力
を
得
て
、
で
き
る
範
囲

で
や
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

本部長（町内会長） 連絡係（班長）
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２班
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４班

５班

６班

避難誘導係

避難誘導係

連絡係（班長）

避難誘導係

避難誘導係

連絡係（班長）

避難誘導係

避難誘導係

連絡係（班長）

避難誘導係

避難誘導係

連絡係（班長）

避難誘導係

避難誘導係

連絡係（班長）

避難誘導係

避難誘導係

副本部長（副町内会長）

副本部長（副町内会長）

※防災士とは、「自助」「共
助」「協働」を原則として、
社会のさまざまな場で防災
力を高める活動が期待さ
れ、そのための十分な意識
と一定の知識・技能を修得
したことを、日本防災士機
構が認証した防災のエキス
パートです。

顧問　防災士※

７班
連絡係（班長）

避難誘導係

避難誘導係

　

備

舘町町内会自主防災隊 顧問舘町町内会自主防災隊 顧問

防災士防災士 武田 尋和 武田 尋和さんさん

災
害
に

　
　

全
員
で　

え
る

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
地
域
が
連
携
し
組

織
的
に
行
動
す
る
こ
と
で
災
害
は
最
小
限
に
防
げ
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
身
を
自
分
た
ち
で
守
る
」

舘町町内会自主防災隊組織図
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『
あ
な
た
の
家
族
と
ま
ち
を

　
　
　
　
　
　

災
害
か
ら
守
る
』

　

近
年
、
自
主
防
災
組
織
の
役
割

の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
電

話
が
不
通
・
道
路
や
橋
が
壊
れ
る
・

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
る
・

各
地
で
多
数
の
被
害
が
出
る
な
ど

し
た
場
合
、
市
役
所
や
警
察
、
消

防
な
ど
防
災
関
係
機
関
が
全
て
に

迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
被
害
の
防
止
・

軽
減
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
協
力
し
あ
い
、
自
主
的

に
被
災
者
の
救
出
救
護
、
避
難
・

誘
導
、
出
火
防
止
な
ど
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
が

れ
き
の
下
か
ら
救
助
さ
れ
た
人
の

う
ち
、
約
８
割
が
自
力
ま
た
は
家

族
や
近
所
の
住
民
の
手
に
よ
っ
て

救
出
さ
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
事
例
か
ら
、
普
段
か

ら
の
近
隣
や
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
、
結
び
つ
き
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
人
に
１
人
が
高
齢
者

と
い
う
現
代
で
は
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
乳
幼
児
、
妊
婦
、
傷
病

者
、
日
本
語
が
不
自
由
な
外
国
人

と
い
っ
た
災
害
時
に
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
要
援
護
者
を

支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
と
い
う

意
味
で
も
自
主
防
災
組
織
へ
の
期

待
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
『
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
』。
こ
れ
か
ら
発
生
す
る
大

雨
・
地
震
・
火
災
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
行
政
、
消
防
、
警
察
が
連
携
し

た
『
地
域
を
地
域
が
守
る
』
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Check Po
int！

自主防災組織の活動を支援！
　自主防災組織とは、地域の皆さんが「自分たちのまちは自分たちで守る」という連帯感に基づいて、自主的に結
成する組織です。市と県では、こうした自主防災組織をこれから組織する団体、活動する団体を支援しています。

　自主防災組織を設立した時に、２０万円を限度とし
て資機材などの購入補助制度があります。補助は購入
費用の１００パーセントですが、補助対象となる資機
材には範囲がありますので、市（防災対策課または市
民福祉課）に事前に必ずご相談ください。

補助対象の資機材の一例

自主防災組織設置事業補助金 福島県自主防災活動促進事業

区 分 内 容

情報収集伝達通信
用資機材

ラジオ、メガホンなど

災害対策資機材
ジャッキ、防水シート、土の
う袋、消火器など

救助用資機材
スコップ、のこぎり、救命胴
衣など

救護用資機材 担架、救急セットなど

避難生活用資機材
ランタン、投光器、寝袋、テ
ントなど

避難用資機材 ヘルメット、誘導棒など

給食給水資機材 炊出し用釜、やかんなど

設備格納器具 資機材保管箱・保管袋など

問防災対策課　☎ 24-5365
市民福祉課　☎ 44-2114

生き埋めや閉じ込められた際の救助

（出典）社団法人日本火災学会「兵庫県南部地震における火災
に関する調査報告書」（標本調査、神戸市内）平成８年11月
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　県では、自主防災組織や女性防火クラブなどが、地
域住民の参加のもとに行う防災活動を支援するため、
「自主防災活動促進事業」を実施しています。『親子
防災教室』『避難所運営ゲーム』『災害時の炊き出し』
『災害時高齢者生活支援講習』など１２のメニューか
ら講座をお選びいただけます。実施したい防災活動メ
ニューを選択し、市役所防災対策課を通じ県に申請し
てください。

福島県危機管理部災害対策課　
☎ 024-521-7641

問


